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研究成果の概要（和文）：　福島県双葉町は、福島第一原発事故によって公的に町民を福島県外へ避難させた唯
一の町であり、他の町に比べ県外への避難者が多い。
　2022年6月に、双葉町町民を対象にアンケート調査を行った。回答した404名のうち、県内避難者は274人、県
外避難者は130人であった。県内外の避難者間で帰還企図、処理水の放出や水道水に対する不安、町の整備等へ
の期待している町民の頻度に有意差は認められなかった。一方、県内避難者は、放射線の相談窓口を知っている
人が多かったのに対し、県外避難者は、町に住むことによる健康影響への懸念や放射線が次世代に影響を与える
可能性についての懸念を抱く割合が高かった。

研究成果の概要（英文）：Twelve years after the Fukushima nuclear accident, anxiety about nuclear 
radiation persists among evacuees in Futaba town. As the only town with government functions 
relocated outside Fukushima Prefecture, more residents have evacuated outside the prefecture. 
Although various factors affect risk perception, the impact of evacuation destination remains 
unknown. In 2022, a survey was conducted among 404 evacuees aged > 18 years, revealing significant 
relationships between evacuation destination and risk perception of genetic effects in the next 
generation (OR = 1.92, 95%CI: 1.15-3.20) and health effects of radiation (OR = 1.76, 95%CI: 1.10-2.
84), which were higher among those who had evacuated outside Fukushima. These findings emphasize the
 importance of evacuation destination choice and information access for evacuees' risk perception. 
Enhanced education efforts are necessary to help evacuees not only in Fukushima but also throughout 
Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　この結果から、放射線被ばくによる健康、遺伝的リスク、トリチウム水の安全性に対する懸念は、福島県内外
の避難者の間で持続しており、災害後の回復における継続的な課題を反映している。福島県外に居住する一部の
避難者は放射線リスクに対する懸念が高く、放射線に関する教育の必要性が福島県内に留まらず、県外や日本全
国に及ぶことを示唆している。これらの知見は、災害後の回復プロセスにおける課題と対策の検討に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2011 年の福島第一原子力発電所事故から 12 年が経過し、福島県双葉町では避難指示が部分
的に解除されたものの、90%の地域がいまだ帰還困難区域である。避難者のうち帰還意向を示す
のは 10%に過ぎず、特に双葉町は 41%の避難者が県外に居住する、県外への避難を指示した唯
一の町である①。他の自治体を対象とした先行研究では、町外に居住する避難者は放射線被ばく
に対する不安の可能性が高まっていた②。これらのことから、福島県内外の避難者が持つ放射線
への懸念の差異について、さらなる検討が必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、東京電力福島第一原子力発電所事故から 11 年後に帰還を開始した福島県双葉郡

双葉町住民の帰還企図、放射線リスク認知や、政府の放射線対策に対する認識度、処理水の放出
に対する不安、生活の質や心理的健康状態などの変数を分析し、放射線リスク認知に影響を与え
る主要因子を把握することを目的とする。具体的には、避難地域の異なる（県内、県外避難）住
民の放射線リスク認知を分析し、リスクコミュニケーションの重点対象や内容、効果的なコミュ
ニケーション方法を見つけ出すことである。 
 
３．研究の方法 
双葉町の住民を対象に、研究説明書、無記名の自記式質問紙調査票、返信用封筒を郵送で配布

した。自記式質問紙調査票には、基本属性、社会的因子（家族構成、双葉町のインフラ整備、教
育・医療体制整備等への期待、被ばく線量測定経験の有無、被ばく医療の専門家への相談の希望
等）、帰還企図、避難継続の有無、放射線被ばくによる健康影響のリスク認知に関する質問及び、
処理水の放出に対する関心度、心身の QOL に関する指標を含めた。放射線リスク認知について
は、「避難解除後の双葉町で暮らすことで自分や子供、次世代に健康影響が起こると思います
か？」、「避難解除後の双葉町で生活することで放射線による自身の健康に影響があると思いま
すか？」といった質問を中心とし、福島県で行われている福島県県民健康調査との比較ができる
ようにした。 
避難先が放射線リスク認知にあたえる影響については、ロジスティック回帰分析を用いて解

析した。研究協力の同意は、表紙にインフォームドコンセントについて記載した上で、自記式質
問紙調査票に回答し、長崎大学の研究担当者に返送することで得られたものとする。 
 
４．研究成果 
今回は双葉町から 496 件のアンケートを回収し、回答不備等のスクリーニング後、404 件を分

析対象とした。そのうち、対象者の居住地は県外 272 名（67.8％）、県内 130 名（32.2％）で、
その比率は 1:0.47 であった。 
カイ二乗検定において、県内外避難者間で帰還企図、性別、年齢分布、仕事の有無、および子

供との同居は有意差がなかったが、県内避難者は定期通院患者の割合が高いことが分かった。半
数以上の避難者において精神的 QOL（MCS）スコアが不良であることを示し、県内外の避難者間
で帰還意図に有意差はみられなかった。また、町の復興に関しては避難先による差はなく、ほと
んどの避難者が双葉町の復興を期待しており、約半数以上が職場、農地、住宅地の再開発を期待
していた（表 1）。さらに、県内避難者において放射線の相談窓口を知っている割合が高かった
のに対し、県外避難者は町の放射線相談窓口の認知度が低く、双葉町に住むことによる健康影響
への懸念や次世代影響への懸念を抱く割合が高かった。一方、70%以上の避難者が水道水の安全
性と処理水の放出に関して懸念を示し、これらの避難先による有意差は認められなかった。また、
半数以上の避難者がより多くの放射線に関する情報を求めていた（表 2）。 
本研究の主要変数である避難先（県内外）要因は、放射線被ばくによる遺伝的影響と健康影響

に対する懸念と関連が認められた。したがって、県外の避難者がより放射線不安があった可能性
が高く、さらに精神的 QOL（MCS）が不良であること、放射線に関する相談場所を知らない、町の
復興に期待していない、さらに処理水について知りたいといった要因が、放射線被ばくによる遺
伝的不安と健康不安を感じている可能性が高かった（表 3）。 
この結果から、避難先の選択と情報アクセスが避難者のリスク認知にとって重要であること

を示唆し、放射線被ばくによる健康、遺伝的リスク、トリチウム水の安全性に対する懸念は、福
島県内外の避難者の間で持続しており、災害後の回復における継続的な課題を反映していた。原
発事故の被災者に対しては、復興支援の一環として放射線に関する正確な情報を伝達すること
が重要である。このことによって、被災者のリスク認知に対応すると同時にコミュニティの再建
を支援することにもつながる。先行研究では、放射線に関する健康講座の参加が放射線への不安
を軽減することが報告されている③。 
福島県外に居住する一部の避難者は放射線リスクに対する懸念が高く、放射線に関する教育

の必要性が福島県内に留まらず、県外や日本全国に及ぶことを示唆している。これらの知見は、
災害後の回復プロセスにおける課題と対策の検討に寄与する。 
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表 1. 基礎属性と復興期待の避難先によるカイ二検定 

 選択肢 
県外 
（n＝130） 

県内 
（n＝274） 

P 値 

性別 
男性 68 (52.3%) 143 (52.2%) 

0.982 
女性 62 (47.7%) 131 (47.8%) 

年齢 
< 60 31 (23.8%) 56 (20.4%) 

0.436 
≥60 99 (79.2%) 218 (79.6%) 

仕事 
あり 31 (23.8%) 71 (25.9%) 

0.665 
なし 99 (76.2%) 203 (74.1%) 

定期通院 
あり 99 (76.2%) 231 (84.3%) 

0.048* 
なし 31 (23.8%) 43 (15.7%) 

18 歳以下子供と同居 
はい 23 (17.7%) 35 (12.8%) 

0.188 
いいえ 107 (82.3%) 239 (87.2%) 

Mental Component 
Summary (MCS) 

< 50 78 (60.0%) 158 (57.7%) 
0.656 

≥50 52 (40.0%) 116 (42.3%) 

帰還企図 

帰還したい 12 (9.2%) 30 (10.9%) 

0.738 悩んでいる 38 (29.2%) 86 (31.4%) 

帰還しない 80 (61.5%) 158 (57.7%) 

職場復興期待 
はい 73 (56.2%) 158 (57.7%) 

0.774 
いいえ 57 (43.8%) 116 (42.3%) 

農地復興期待 
はい 64 (49.2%) 137 (50.0%) 

0.436 
いいえ 66 (50.8%) 137 (50.0%) 

住宅復興期待 
はい 69 (53.1%) 156 (56.9%) 

0.466 
いいえ 61 (46.9%) 118 (43.1%) 

町復興期待 
はい 90 (69.2%) 207 (75.5%) 

0.179 
いいえ 40 (30.8%) 67 (24.5%) 

*: 有意差がある。 
 

表 2. 放射線被ばく関するリスク認知に対するカイ二検定 

 選択肢 
県外 
（n＝130） 

県内 
（n＝274） 

P 値 

放射線関する相談場所 
知っている 45 (34.6%) 124 (45.3%) 

0.043* 
知らない 85 (65.4%) 150 (54.7%) 



放射線基礎知識 
知りたい 78 (60.0%) 180 (65.7%) 

0.266 
知たくない 52 (40.0%) 94 (34.3%) 

処理水放出関する不安 
あり 93 (71.5%) 170 (62.0%) 

0.061 
なし 37 (28.5%) 104 (38%) 

処理水関する知識 
知りたい 96 (73.8%) 185 (67.5%) 

0.197 
知たくない 34 (26.2%) 89 (32.5%) 

双葉町の水道水に対す
る不安 

あり 95 (73.1%) 186 (67.9%) 
0.289 

なし 35 (26.9%) 88 (32.1%) 

放射線被ばくによる健
康不安 

あり 86 (66.2%) 141 (51.5%) 
0.005* 

なし 130 (33.8%) 274 (48.5%) 

放射線被ばくによる遺
伝的不安 

あり 93 (71.5%) 149 (54.4%) 
0.001* 

なし 37 (28.5%) 125 (45.6%) 

*: 有意差がある。 
 
表 3. 放射線被ばくによる遺伝的影響と健康影響に対する不安の多変量ロジスティック回帰分析 

  
遺伝的不安 健康不安 

95％信頼区間 

避難先 県外/県内 
1.92*  
(1.15-3.20) 

1.76*  
(1.10-2.84) 

18 歳未満の子供と同居 はい/いいえ 
0.53 
(0.26-1.07) 

/ 

Mental Component Summary < 50/≥ 50 
2.65**  
(1.67-4.22) 

2.63*  
(1.69-4.09) 

双葉町放射線相談場所について 
知らない/知っ
ている 

3.59**  
(2.25-5.74) 

2.10**  
(1.34-3.26) 

放射線に関する知識を知りたい はい/いいえ 
1.12  
(0.62-2.00) 

1.64  
(0.96-2.83) 

処理水に関する知識を知りたい はい/いいえ 
3.72**  
(2.02-6.84) 

2.82**  
(1.61-4.95) 

町の復興への期待 
期待している/ 
期待していな
い 

0.39**  
(0.22-0.68) 

0.61  
(0.37-1.01) 

*: P < 0.05; **: P < 0.001. 
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